
東京都生まれ。1989年  東京芸術大学美術学部芸術学科卒。
1993年  同大学院博士課程中退、東京国立博物館美術課絵画室研究員。
1998年  東京国立近代美術館勤務。
2001年  同主任研究官、2006年東京藝術大学大学美術館助教授、
2007年  准教授。2021年度より教授。

2004年  琳派展、2006年「揺らぐ近代」展（2007年倫雅美術奨励賞）、
2007年  横山大観展などを担当。
2010年 『俵屋宗達』でサントリー学芸賞受賞。
 

大吉原展こぼれ話

今春、東京藝術大学大学美術館にて開催された「大吉原展」の企画担当者である
古田 亮 教授より「大吉原展」企画の意図や開催に関わるさまざまなエピソードを
お話しいただきます。

講演会のご案内 若手コレクターの育成事業の一環として、
アート業界で活躍する皆様を講師に迎え、
スペシャルトークを開催しております。
一般の方もご参加いただけます。

2024年

月19日 (火) 18:00～ 氏

〒104-0061　東京都中央区銀座1-15-6 　銀座東洋ビル2F
TEL：03-3528-6362　FAX：03-3528-6364　info@ja2pa.or.jp

申込方法
  メール　info@ja2pa.or.jp
  電　話　 03-3528-6362
 （電話受付時間　平日10:00～18:00）
  ※各DMでも承ります！

聴 講 料
  500円（要申込）

会　 場
  アイアート株式会社
   (東京都港区新橋5-14-10
                   新橋スクエアビル3F）

古田　亮
(ふるた・りょう)

【主な著書】

・  『狩野芳崖・高橋由一 日本画も西洋画も帰する処は
　  　同一の処』  ミネルヴァ書房〈日本評伝選〉 2006
・  『俵屋宗達 琳派の祖の真実』  平凡社新書 2010
・　『日本画とは何だったのか 近代日本画史論』
　　   KADOKAWA〈角川選書〉 2018.1
・　『横山大観 近代と対峙した日本画の巨人』
　　  カラー版中公新書 2018.3 　など

【略　歴】

 11 　　東京藝術大学大学美術館　教授　

       古田　亮

『大吉原展』


